
橋梁調査会の概要

１．橋梁に関する計画、設計、施工法等の調査･研究･開発　
２．橋梁に関する経済、環境等の調査･研究･開発
３．橋梁の性能評価、審査、検査に関する調査･研究･開発　
４．橋梁の保全に関する調査･研究･開発
５．橋梁に関する研修会、講習会等の実施、技術の指導その他の人材育成　
６．橋梁に関する情報･資料の収集･管理及び提供　
７．橋梁に関する海外事情の調査及び国際協力
８．アセットマネジメントに関する調査及び研究
９．前各号に関する事業の受託
10．橋梁技術に関する研究開発等への助成
11．道路橋点検等に関する技術研修、試験実施及び資格証明
12．その他当調査会の目的を達成するために必要な事業

当調査会は、上記の目的を達成するために以下の事業を行います。

（１）事業の概要

（２）組織図

R8.7

東北支部　〒980-0014　仙台市青葉区本町 2-1-29 JRE 仙台本町ホンマビル10 階   
関東支部　〒330-0844　さいたま市大宮区下町 1-42-2 TS-5BLDG.5 階 
北陸支部　〒950-0965　新潟市中央区新光町 10-3 技術士センタービルⅡ 8 階 
中部支部　〒450-0002　名古屋市中村区名駅 3丁目24-14 LCビルディング4階
近畿支部　〒540-6591　大阪市中央区大手前 1-7-31 OMMビル12 階 
中国支部　〒730-0013　広島市中区八丁堀 15-10 セントラルビル 9 階 
四国支部　〒760-0026　高松市磨屋町 3-1 合田不動産磨屋町ビル 6階 
九州支部　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東 2-9-1 東福第 2ビル2階 

所在地及び連絡先
022-221-5301
048-657-6085
025-281-3813
052-212-6811
06-6944-8551
082-511-2203
087-811-6866
092-473-0628

本部（総務部、企画部、調査部）
総務部　03-5940-7788（代表）
企画部 03-5940-7794
調査部　03-5940-7791

〒112-0013　東京都文京区音羽 2-10-2
Mail:info@jbec.or.jp
HP:https://www.jbec.or.jp
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ごあいさつ

一般財団法人 橋梁調査会

一般財団法人橋梁調査会は、橋梁に関する技術、経済、環境その他の問題
についての調査研究、知識の普及を行い、橋梁事業の円滑な発展を図ること
によって、国民経済の発展と国民生活の向上に寄与することを目的とした
法人です。

我が国は、現在、戦後の復興、高度経済成長期に造られた橋梁をはじめ多
くのインフラ施設において、建設後 50 年以上経過する割合が加速度的に
高くなっており、これらを適切に維持管理する（定期的な点検と必要な修
繕・交換や更新を行う）ことで、施設の状態を長く良好な状態に保つことは、
我が国の持続的な経済活動を支えるとともに、安全・安心の社会を築き上
げるために、必要不可欠となっています。

このような背景から、平成 16年 3月に国土交通省より発出された「橋梁
定期点検要領（案）」に基づいて、5年周期で行われる定期点検が国が管理す
る橋梁に対して開始され、その後、道路法並びに関係法令の改正により、全
ての橋梁について義務化されました。

当調査会では橋梁等の道路構造物のメンテナンスサイクル（点検 － 診
断 － 措置 － 記録）の円滑な実施ができるように橋梁診断業務を核とした
事業を実施することにより、道路管理者へのサポートを行い、橋梁を利用さ
れる皆様の安全・安心を得られるよう務めるとともに、全国の橋梁を管理
する技術者等への支援を行えるよう組織の質の向上に務めて参ります。
また、人材育成においては、国土交通省の登録資格（公共工事に関する調

査及び設計等の品質確保に関する技術者資格）である「道路橋点検士制度」
（平成 27年登録）を適切に運営し、必要な技術者の確保と点検技術の向上
に務めて参ります。

さらに、現状の少子高齢化や技術者不足に対応すべく、長年実施している
橋梁診断業務の技術と経験の蓄積を発揮した診断AI の開発研究、国土交通
省より新技術の導入促進機関として指定されている「橋梁点検支援技術」の
評価・普及を進めて参ります。
また、業務効率化や省力化を背景とし、国土交通省より管理運営機関とし

て指定されている「全国道路施設点検データベース（道路橋）」の管理運営団
体として、橋梁定期点検結果を中心とした点検結果の蓄積を効率よく効果
的に実施して参ります。

橋梁調査会は、今後、更に深刻化する橋梁の老朽化に対して、施設管理者
が適時適切な点検・診断を行うことにより、施設を良好な状態で管理でき
るよう、橋梁保全に関する「総合技術センター」としての役割を果たすとと
もに、インフラが直面するDX・CX等に関する技術開発や新技術の活用、

世界をリードしてきた橋梁技術を継承・発展に務めて参りたいと考えてお
りますので、多くの関係する皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

信頼と実績で橋梁をサポートする

◆ 有資格者 ◆　技術職員の約 9割が技術士等の資格を保有。特に、約 6割は技術士を保有。
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世界をリードしてきた橋梁技術を継承・発展に務めて参りたいと考えてお
りますので、多くの関係する皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

信頼と実績で橋梁をサポートする

◆ 有資格者 ◆　技術職員の約 9割が技術士等の資格を保有。特に、約 6割は技術士を保有。




